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１．全国における被害状況 

2023 年１月現在、茨城、栃木、群馬、埼玉、東京、神奈川、愛知、三重、大阪、奈良、

和歌山、徳島、兵庫の 1３都府県で本種の被害が確認されています。 

国内への侵入過程は明らかではありませんが、輸入木材や梱包用木材、輸送用パレッ

トなどに幼虫が潜んだまま運ばれ、国内で成虫に羽化・繁殖したものと考えられていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国の被害確認状況(2023 年 1 月現在)  

Ⅱ クビアカツヤカミキリの被害状況 
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２．東京都における被害状況 

東京都では 2015 年に、福生市とあきる野市で初めてサクラの被害が確認され、懸命な

防除が行われていますが、2019 年 9 月には羽村市、八王子市、昭島市でも被害が見つか

りました。翌年 2020 年には、埼玉県南東部の被害箇所に隣接する足立区からも被害が確

認されたほか、調布市のサクラ並木では成虫が見つかり、さらに 2021 年には、江東区で

被害が、品川区で成虫がそれぞれ確認されており、今後の被害拡大が懸念されます。都

内では、樹種別にみるとサクラの被害が最も多く、次いでウメとなっています。被害本

数は、2015 年に 31 本が確認され、その後も年々増加しており、2023 年 2 月現在、把

握されているだけで 496 本の被害木が確認されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都における被害および成虫確認範囲(2023 年 2 月現在) 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

被害本数及び自治体数の推移(2023 年 2 月現在) 

※平成 28 年、平成 29 年の被害本数は１自治体集計分 

のみを計上 

 

樹種別被害木割合 

（令和 4 年度）  

(2023 年 2 月現在) 
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３．関東地方における被害状況 

関東地方で被害が確認されているのは、①栃木県南部から群馬県東部、埼玉県北部、

茨城県西部にかけての広い範囲と、②埼玉県南東部および東京都北東部の一部、③東

京都の多摩西部の一部を中心とした一帯と、④区部の南部、⑤神奈川県内の合計 5 地

域です。 

 

関東地方で被害が確認された自治体（2023 年 3 月現在） 

 

〇神奈川県 

神奈川県では、2021 年 7 月に街路樹のサクラで被害が初確認され、フラスの排出、

脱出孔、樹液の流出が認められました。被害を受けたサクラは既に伐採し、適切な処理

が施されました。2022 年には被害等などの報告はありません。 

  
 

 

出典：神奈川県 HP「「クビアカツヤカミキリ」に関するお知らせ」 

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/t4i/cnt/f986/kubiaka.html  
閲覧日 2023 年 3 月 11 日 
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https://www.pref.kanagawa.jp/docs/t4i/cnt/f986/kubiaka.html
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〇埼玉県 

平成 23（2011）年に、深谷市で成虫（1 頭）が捕獲されたが、このとき実施された

捕獲地周辺の調査では、被害は確認されていません。県内での初めての被害は、平成

25（2013）年に、県南東部の草加市と八潮市を流れる葛西用水沿いのサクラで確認さ

れています。 

平成 30 年度までに、県南東部の草加市、八潮市及び越谷市、県北部の羽生市、行田

市、熊谷市、深谷市及び加須市で、被害（成虫のみの発見を含む）が報告されています。 

令和元（2019）年度は、新たに三郷市、吉川市、鴻巣市及び寄居町の 3 市 1 町が新

たに加わり、令和 2（2020）年度は、さらに上里町、幸手市、久喜市及び本庄市の 3 市

1 町が新たに加わり、合計 16 市町で被害が報告されています。 

令和 3（2021）年度は、東松山市、美里町及び吉見町の 1 市 2 町が新たに加わり、

計 18 市町で被害が報告されています。なお、令和 3 年度までに被害が報告された市町

は、通算 19 市町となっています。 

以上のように、埼玉県内では年々被害地域が拡大する傾向にあります。 

被害はほとんどがサクラですが、羽生市と深谷市ではスモモ、深谷市ではスモモとウ

メなど、果樹への被害も報告されています。 

 

埼玉県における被害状況（2021 年度結果） 
 

  
出典：埼玉県環境科学国際センターＨＰ「クビアカツヤカミキリ情報」を加工 

https://www.pref.saitama.lg.jp /cess /center/kubiaka.html  

閲覧日 2023 年 3 月 2 日 
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〇群馬県 

群馬県では、2021 年 10 月の報告において、以下の 12 市町で被害が確認されていま

す。2020 年度には新たに 4 市で被害が確認されたほか、7 市町の被害本数も増加して

います。また、令和３年度被害状況調査では、１２市町で６,９０９本の樹木被害が確

認され、被害本数はさらに増加しています。 

 

群馬県における被害状況（2020 年 10 月） 

 
 

 

 

群馬県における被害状況（2021 年度結果） 
 

 

 

  

サクラ ウメ モモ スモモ その他
平成29

年度

平成30

年度

令和元年

度

令和2年

度

令和3年

度

1 前橋市 76 0 0 45 1 30 4

2 高崎市 25 9 4 3 9 0 5 41

3 桐生市 263 178 81 2 0 2 28 38

4 伊勢崎市 110 77 24 8 1 0 17 12

5 太田市 2,820 2,098 563 120 32 7 5 164 388 1,231 2,335

6 館林市 1,531 1,315 131 7 62 16 219 496 1,272 1,323 1,758

7 藤岡市 6 0 0 5 1 0

8 みどり市 54 4 0 43 6 1 6 20

9 上野村 8 0 0 0 8 0

10 玉村町 12 8 1 3 0 0

11 板倉町 778 760 12 0 0 6 4 33 168 248 576

12 明和町 291 255 0 30 6 0 123 311 434 476 387

13 千代田町 426 419 6 1 0 0 47 120 202 382 375

14 大泉町 777 756 17 0 0 4 105 194 658 765 864

15 邑楽町 419 396 11 7 1 4 179 192 439 479 499

7,596 6,275 850 274 127 70 682 1,510 3,561 4,960 6,90915市町村合計

（注１）被害樹種のうち「その他」は、ハナモモ、アンズ等

番号 市町村 被害本数

被害樹種 参考：過去の被害本数

参考「マッピングぐんま」（外部リンク）にアクセス 

URL：https://www2.wagmap.jp /pref -gunma /Por ta l  

「自然・環境情報」をクリックし、「ぐんまクビアカマップ」を選択 

確認したい地域の住所等を入力 or  リストから選択 

「ぐんまクビアカマップ」が表示されます。 

出典：群馬県ＨＰ「特定外来生物クビアカツヤカミキリに注意してください」 

https://www.pref.gunma.jp /page /7132.html l 

閲覧日 2023 年 3 月 11 日 

出典：「ぐんまクビアカマップ」を加工 

https://mapping-gunma.pref.gunma.jp /pref-gunma/PositionSelect?mid=7002 

閲覧日 2023 年 3 月 11 日 
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〇茨城県 

茨城県では、2019 年 8 月に古河市内の公園の樹木で被害が報告されています。古河

市は、被害が拡大している栃木県南部や埼玉県北部に隣接しています。現在のところ、

被害の報告はこの一箇所のみとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茨城県古河市で確認されたフラス 
                
 

 

 

 

 
茨城県群馬県及び近県における被害発生状況（2019 年 9 月末現在） 

                
 

 

 

出典：茨城県ＨＰ「特定外来生物クビアカツヤカミキリについて」 

https://www.pref. ibaraki.jp /seikatsukankyo /shizen /tayousei /a l ien_species /aromia_bungii /f i rst_  

recognit ion_ibaraki.html 

閲覧日 2023 年 3 月 11 日 

出典：茨城県ＨＰ「特定外来生物クビアカツヤカミキリについて」 

https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/shizen/tayousei/alien_speci
es/aromia_bungii/first_recognition_ibaraki.html  
閲覧日 2023 年 3 月 11 日 
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〇栃木県 

栃木県内では、2016 年 7 月に足利市で初めて成虫が発見され、2017 年 6 月下旬に

県南部の群馬県との境に位置する佐野市と足利市で初めてモモとスモモの被害が確認さ

れました。以降は同 3 市での確認が続いています。確認された被害木は 2017 年から

2018 年にかけて急増していますが、その後の被害率はほぼ同程度で推移しています。 

 

被害確認市町におけるクビアカツヤカミキリ発生状況の推移 

 
 

 
 

 

 

 

栃木県における被害状況 
                                

  

出典：令和 4（2022）年度栃木県の果樹園における クビアカツヤカミキリの発生状況調査の結果について 

経営技術課・生産振興課令和３（2022）年 10 月 

https://www.pref.tochigi.lg.jp/g04/kannkyou/kubiakatsuyakamikiri.html  

閲覧日 2023 年 3 月 11 日 

出典：栃木県ＨＰ「クビアカツヤカミキリの被害状況等について」を加工 

https://www.pref.tochigi.lg.jp /g04/kannkyou/kubiakatsuyakamikiri .html  

閲覧日 2023 年 3 月 11 日 

●：被害確認場所  拡大範囲  
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